
に
、
二
地
点
か
ら
二
四
点
ほ
ど
柿
経
の
出
土
例
が
あ
る
が
、
原
央
が
確
認
さ
れ

た
も
の
は
、
い
ず
れ
も
法
華
経
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
経
典
を
書
写
し
た
も
の

は
、
本
例
が
初
め
て
で
あ
る
。

な
お
、
木
筒
の
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
飛
鳥
藤
原

官
跡
発
掘
調
査
郡
加
藤
優
氏
の
御
指
導
を
得
た
。
記
し
て
感
謝
し
た
い
。

９
　
関
係
文
献

鰯
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

『年
報

昭
和
六

一
年
度
』
全

九
八
七
年
）

（梅
木
博
志
）

愛
知
。清
洲
城
下
町
遺
跡
図

１
　
所
在
地
　
　
　
愛
知
県
西
春
日
井
郡
清
洲
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
七
年
（昭
６２
と

月
ｉ
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
清
洲
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
一局
橋
信
明

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
郭

。
都
市
跡

６
　
迫退
跡
の
年
代
　
平
安
時
代
ｉ
江
戸
時
代

７
　
注退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

清
洲
（須
）
の
地
名
は
、　
一
四
世
紀
頃
の

『神
鳳
抄
』
に
キ
ヨ
ス
と
み
え
る
の

が
最
初
で
あ
る
。
清
洲
の
歴
史
的
重
要
性
が
高
ま
っ
た
の
は
、
文
明
八
年

（
一

四
七
一ハ
）
に
尾
張
守
護
所
が
下

津
城
か
ら
清
洲
城

へ
移
さ
れ
て

か
ら
で
あ
る
。
尾
張
の
中
心
都

市
と
し
て
の
機
能
は
、
織
田
信

長
の
入
城
か
ら
、
慶
長

一
五
年

（
三
全

Ｏ
）
の
名
古
屋
城
築
城

ま
で
で
あ
る
。
以
後
、
五
条
川

を
利
用
し
た
城
下
町
は
解
体
さ

れ
、
美
濃
街
道
の
宿
場
町
と
な

1986年出上の木簡

清洲城下町の「堀」の復元と木簡の出土地点

Φ昭和60年度以前 V昭和61年度

(名古屋北部)



っ
た
。

清
洲
城
下
町
遺
跡
は
、
昭
和
五
六
年
以
降
の
継
続
調
査
で
公
々
に
解
明
さ
れ

つ
つ
あ
る
。
今
回
の
調
査
地
は
、
本
丸
跡
の
五
条
川
対
岸
に
位
置
し
、
幅

一
七

ｍ
と
幅

一
四
ｍ
の
溝
を
検
出
し
た
。
い
ず
れ
も

一
六
世
紀
前
半
に
掘
削
さ
れ
て

お
り
、
多
量
の
施
釉
陶
器
に
伴

っ
て
三
点
の
木
簡
が
出
上
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω

　

「□
月
□
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］μマ
〕聟
伽
霊

②
　
。
「
此
事
た
て申

〔分
ヵ
〕

さ
い
す

ハ
て
回

一
の
す

は
り
な
り
と

な
ら
□
□

へ
は
御
ひ
　
」

名
い□
ひ
に
し□〔酢
ヵ〕

ヘ
ロ
ロ

の
か
ア
ヽ

こ
れ
と

て
す
て
申
す
も
の

つ
ら
に
ま
う
し

め
あ
て
た
や
の
ふ
′
ヽ
」
　
　
　
　
　
　
　
牌卜露
∞守
ミ
ｏＦ

（∞〇解）
×
（『伽）
×
伽　　Φ⇔り

②
は
ほ
ぼ
仮
名
書
き
で
あ
る
。
消
息
文
の
一
部
で
あ
る
う
か
。
板
材
は
完
形

品
で
あ
る
た
め
、
何
枚
か
の
セ
ッ
ト
に
な

っ
た

一
枚
で
あ
ろ
う
か
。

③
は
本
来
の
形
状
を
留
め
ず
転
用
さ
れ
て
い
る
。
人
数

。
人
名

・
地
名
の
記

載
か
ら
み
て
、
何
か
の
帳
簿
で
あ
ろ
う
か
。
近
隣
に
平
田
の
地
名
が
残

っ
て
い

∠つ
。な

お
、
木
簡
の
釈
読
は
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
飛
鳥
藤
原
官
跡
発
掘
調

査
部
加
藤
優
氏
の
全
面
的
な
御
指
導
を
得
た
。
記
し
て
感
謝
し
ま
す
。

９
　
関
係
文
献

働
愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

『年
報

昭
和
六

一
年
度
』
盆

九
八
七
年
）

（高
橋
信
明
）
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1986年出上の木簡

ｔ

ξ

静
岡
・居
倉
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
静
岡
県
島
田
市
野
田

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
六
年
（昭
６‐
）七
月
ｉ
八
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
島
田
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
澁
谷
昌
彦

・
坂
巻
隆

一

５
　
迫退
跡
の
種
類
　
居
館
跡

６
　
遠退
跡
の
年
代
　
平
安
時
代
後
期
ｉ
鎌
倉
時
代

７
　
迫退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

島
田
市
は
、
古
代
か
ら
近
世
に
か
け
て
、
大
井
川
の
流
れ
に
よ
り
、
そ
の
右

岸
の
初
倉
地
区
は
遠
江
国
、
左
岸
の
島
田
宿
、
野
田
地
区
等
は
駿
河
国
に
行
政

区
分
さ
れ
て
い
た
が
、
居
倉
遺

跡
は
、
駿
河
国
に
属
し
て
い
る
。

遺
跡
は
島
田
市
衝
地
よ
り
北

方

へ
二

・
五
血
の
野
田
地
区
に

位
置
し
、
城
山
東
側
の
大
津
谷

川
河
床
に
立
地
し
て
い
る
。
こ

の
野
田
地
域
は
、
古
く
か
ら
大

津
谷
川

・
尾
川
の
土
砂
の
堆
積

に
よ
る
後
背
湿
地
が
発
達
し
て

騰

拡

ｆ

盪
＆
り

」
Ｒ
〈
竜
町
旅

レ

砕

(家 山)




